クリスマス聖夜礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年12月24日
「クリスマスの喜び」
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　2025年のクリスマスを迎えました。クリスマスおめでとうございます。今日は12月24日クリスマスイブです。明日はクリスマスです。私たちは今年もこのように聖夜礼拝を守り、共に御子イエス・キリストの御降誕の喜びを分かち合うことができることに感謝しています。
　クリスマスになると私はいつも思い出す出来事があります。それは今から20年程前、私が静岡県駿東郡清水町という小さな町にある羊之舎教会という普段の礼拝出席が10名に満たない小さな教会にお仕えしていた頃の出来事です。私が羊之舎教会に着任した時、2年間無牧であったために教会学校は休校となっていました。それが私がお仕えして4年目に再開することになりました。それは小学校低学年の女の子がおられるあるお母さんが羊之舎教会に転会してこられて、「うちの娘のために教会学校を再開してほしい」という願いがあったからです。そして「日曜日に娘と一緒に来るのは難しいので土曜日に教会学校を行なってほしい」という願いも持っておられました。教会ではその願いを受け止めて、毎週土曜日の午後に教会学校を再開しました。羊之舎教会ですので名前は「こひつじチャペル」としました。そのこひつじチャペルにはその願いを出された教会員の娘さんEちゃんとそのお友達の女の子Aちゃんの二人が毎週来てくれて礼拝と分級を行ない楽しい時を過ごしました。そこに時々一人か二人の近所の子どもが来てくれました。そして願いを出されたお母さんもこひつじチャペルの教師としてご奉仕くださいました。
　その年のクリスマスが近づき、「こひつじチャペルクリスマス」をすることになりました。私たちはチラシを作り祈りつつ近隣に配布しました。準備の段階では教師会で「普段EちゃんとAちゃん＋数名だから、併せて10人も来てくれたらすごいよね。礼拝後のお祝い会でみんなで食べるケーキは10人くらいだったらホールケーキ一つで十分だよね」という話になり、ホールケーキ1個をケーキ屋さんで買ってクリスマスに備えました。
そして「こひつじチャペルクリスマス」が始まる時間になると近所から子どもたちや保護者の方が次々に来てくれました。その人数は子どもが16人、大人が教師を含めて8人、合計24人になりました。教師たちは「こんなにたくさん来てくれた」という嬉しさと共に「ケーキが足りない」と大パニックになりました。礼拝が始まるのに今からケーキ屋さんに買いに行くわけにもいかず、結局1個のホールケーキを24等分してみんなで薄いケーキを食べました。
10人も来てくれたらいい方じゃないかと私たちが人の思いで勝手に決めつけていたことに反省すると共に、神様が思いもかけない大きな大きな御業をなしてくださった喜びを分かち合う嬉しさに教師たちは満たされたのです。子どもたちもイエス様がお生まれくださったことの深い意味はすぐにはわからないかもしれませんが、それでも一緒にイエス様誕生の喜びを分かち合ったのです。そのような恵まれたクリスマスの出来事を思い出すのです。
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　クリスマスは私たちが全く思いもかけない大きな大きな御業をなしてくださった神様の愛に感謝をし喜びを共に分かち合う時です。
　ヨハネによる福音書1：9には「その光は、まことの光で、世に来てすべての人を照らすのである。」と記されています。この「光」というのは救い主イエス・キリストの事です。真の光であるイエス様が、私たちの住むこの世界、暗闇が支配するかのようなこの世界に来て下さって、全ての人を照らすのです。全ての人なのです。旧約聖書以来神の民と言われているユダヤ人だけではないのです。ユダヤ人も異邦人も何人も関係なく、全ての人を照らす真の光として私たちのもとに来て下さったのです。
　けれども、ユダヤ人の多くは神様が約束の救い主を送ると言われた救い主はユダヤ人だけの救い主だと信じています。旧約聖書に記された救い主は自分たちだけのものなんだ、異邦人になどに救い主は現れない、まるでケーキを独り占めするかのように救い主の恵みはユダヤ人以外には分け与えないと今でも信じています。
神様は、そのユダヤ人たちの思いをはるかに超えた全く思いもかけない大きな大きな御業をなしてくださったのです。「世に来てすべての人を照らす」真の光であるイエス様をお遣わしくださったのです。その全ての人には貧しい羊飼いもいます。夜通し羊の群れの番をして生活していた貧しい羊飼いにも、まことの光であるイエス様の栄光が照らしたのです。羊飼いたちはこんな小さく罪深い私たちに救い主誕生の知らせが告げられ、そして天使のお告げ通りに救い主がお生まれになられた、飼い葉桶に眠る幼子イエス様を見て礼拝してその喜びを自分たちだけのものにするのではなくて、多くの人に伝えて分かち合ったのです。それは聞いた人にはすぐには理解してもらえないことでしたが、羊飼いたちは喜びを分かち合ったのです。

3 
　今回クリスマス礼拝と聖夜礼拝のチラシに牧師からメッセージを記しました。「クリスマスこそオープンチャーチ」と題してのです。
　「クリスマス礼拝や聖夜礼拝こそどなたでも大歓迎のオープンチャーチです。なぜなら、クリスマスは全世界全ての人の救い主としてイエス・キリストがお生まれになられたことをお祝いする日だからです。」このように記しました。
　「全世界全ての人の救い主としてイエス・キリストがお生まれになられた」この私もそうですし、私の家族もそう、あの人もそう、あのちょっと苦手な人もそう、全ての人を照らす真の光として、私たち全ての人の罪をご自身の十字架と復活で取り除き、永遠の命の道を開いて下さるためにイエス様はお生まれになられたのです。
ですから、全ての人が教会に招かれていて、全ての人に教会は開かれているのです。私たちの救い主イエス様を礼拝するために、私たちは教会に招かれて、教会は開かれているのです。
救い主イエス・キリストがお生まれになられました。神様が思いもかけない大きな大きな愛の業をなしてくださいました。この大きな大きな喜びを一人でも多くの人と共に分かち合いたいと思います。
　それは例えるならば、絵本の「ぐりとぐら」が大きな大きなカステラを自分たちだけで食べるのではなくて、森の動物たちみんなと分け合って喜びを分かち合ったようにです。
　クリスマスの恵みが豊かにありますように。
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